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Iはじめに
空間に定位された身体の行為は、空間的な拡がりのなか
で行われる。空間的な拡がりのなかの行為は、さまざまな
姿勢のつながりである身体の動作として行われる。身体に
よる姿勢のつながりとしての動作が生み出す行為のなかに、
時間の流れは刻まれる。私たちの身体を伴う行為には、時
間と空間が結合されて存在する。
語りは、時間の流れとともにある。時間の流れが刻まれ
た行為として、私たちの語りは進行する。語る人が持つ時
間、語られる人の時間、それぞれは独自の流れとともに進
行する。語る人と語られる人の時間は、語りという行為の
なかで交錯する。こうした時間の交錯は、語りに関わる人
びとに、＜いま－ここ＞を、意職のなかで共有可能にする。
語る行為は、＜いま－ここ＞で行われる。＜いま－ここ
＞では、人びとの語る行為が機能する。語りは、単独の行
為としては存在しない。人が語るためには、その語りを受
け止める他者(語られる人)の存在が前提となる。語る行為
は、語りへの応答と不可分の関係にある。語りへの応答は、
語る行為へと向かうだけでなく、語る行為そのものの受容
を語り手に示すことになる。こうした語りへの応答が、人
びとを語る行為へとさらに駆り立てる。
医療現場で、ターミナル・ケアに関係した仕事に従事す
る人びとを対象としたアンケートに、次のような設問があ
る')。
「わたしはもうだめなのでないでしょうか」という患者
の言葉に対して、どう答えるかを担当者に回答を求めたも
のである。これに対して、5つの選択肢が挙げられている。
①「そんなこと言わないで、もっと頑張りなさいよ」と
励ます。
②「そんなこと心配しないでいいんですよ」と答える。
③「どうしてそんな気持ちになるの」と聞き返す。
④「これだけ痛みがあると、そんな気にもなるね」と同
情を示す。
⑤「もうだめなんだ……と、そんな気がするんですね」
と返す。
アンケートの対象となったのは、医学生、看護学生、内
科医、外科医、ガン医、精神科医、そして看護師である。
アンケートの結果、上記の設問に対する回答は、医学生
と精神科医を除く医師、看護学生と看護師が同じ傾向を示
した。前者は①を選択し、後者は③を選択した。ところが
精神科医が選択したのは、⑤の「もうだめなんだ……と、
そんな気がするんですね」だった。
こうした結果から、中川米造は『医療のクリニック』の
なかで、次のような分析を行っている。⑤の回答は、一見、
なんの答えにもなっていないように見える。実際にそれは
患者への回答になっていない。しかし選択肢の⑤は、医者
が患者の言葉を確かに受け止めたという応答を、患者に示
すものとして発せられている。患者は、得体の知れない不
安におののきながら、その不安の実体が何なのか見つけよ
うとする。そんな患者の心理は、聞き手の胸を借りること
で、不安に立ち向かおうとする。探し求めた不安の実体を、
表に出すことができれば、「それで不安は解消できる」。
不安の実体を表に出すことができなくても、多くの患者は
「解決の手掛かり」を、掴み出すことができる。選択肢の
⑤は、不安に直面する患者への医師の応答として理解でき
るが、それは患者に対するく癒し＞の言葉としての意味を
持つと、中川は指摘する。
語りと語りへの応答のなかで、人はさまざまな意味のや
り取りを行う。語りと語りへの応答は、＜いま－ここ＞に
成立することで、語りに関わる人びとに時間の共有を可能
にする。時間の共有は、意織の共有を生み、意織の共有は、
不安な人の心を和らげる。それは不安な人の心が、語りと
語りへの応答のなかで、自らの存在の確認へと向かうから
である。
語りと語りへの応答のなかで、人はさまざまな意味を作
り出す。そして人が作るさまざまな意味は、語りと語りへ
の応答が進行する過程で、人を行為へと導く物語として展
開する。
本稿では、人びとの語りが物語へと展開する過程を考察
するなかで、行為としての語りが持つ意味について考える。
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